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IAUD 新事業がスタート ～UD の基礎的理解度を確認 

特集：第 1 回 UD 検定・初級 講習会＆検定試験実施報告 
 

IAUD が UD の更なる普及と実現をめ

ざす活動の一環として新たにスタート

させた「UD 検定」の初回となる「第 1

回 UD 検定・初級 講習会＆検定試験」

が 10 月 14 日（日）、「第 4 回国際 UD

会議 2012 in 福岡」に併設して実施され

ました。 

検定の概要と当日の様子について、UD

検定を担当している IAUD 検定委員会

の西川昌宏氏と奥田高子氏に報告して

いただきます。 

 

 

UD 検定とは 
 

UD 検定は、IAUD が UD の更なる普及と実現

をめざす活動の一環として開始したものです。 

IAUD の UD 検定は、以下の 3 点を目指してい

ます。 

 

 

① 国内最大の UD 推進団体である IAUD らしい幅広い領域をカバーする。 

② UD 製品・サーヴィスの開発ツール（IAUD UD マトリックス）作成ノウハウと実

績を活かす。 

③ 商品を選ぶ上での基礎知識取得や製品開発など、一般の生活者にも企業にもメリット

を提供できるものにする。 
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今回の国際会議で実施したのは初級ですが、IAUD では今後、中級、上級と段階的に整

備し、順次展開していく予定です。それぞれの対象者については、下記を想定していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講習会と検定試験のセット形式 
 

「第 1 回 UD 検定・初級 講習会＆検定試験」

は、「第 4 回国際 UD 会議 2012 in 福岡」

の最終日である 10 月 14 日（日）9 時～12

時に、福岡国際会議場で実施されました。 

実施のお知らせが直前だったにも関わらず、

当日は約 40名の幅広い年代や職業の方々に

ご参加いただきました。 

初級検定試験は、商品やサーヴィス等を正

しく選択できる知識・能力を身につけてい

ただくことを目的に、UD に関する基礎的、

基本的知識を学習する集合制の講習会（2 時

間）と、理解度をテストする検定試験（1 時間・50 問）の二部構成のセット形式とし、

UD に興味のある一般生活者の方も、気軽に参加できるようにしました。 

 

3 名の UD 専門家による講習会 
 

今回は、講習会テキストの執筆と検定試験の出題及び当日の講習会講師を、静岡文化芸

術大学・古瀬敏教授、東洋大学・川内美彦教授、京都工芸繊維大学・久保雅義教授にお

願いし、ご担当いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古瀬教授      川内教授     久保教授 

UD 検定 想定対象者 

 

[初級] 使う人：広く一般の消費者。障がいをもつ方や高齢者をはじめとする UD

関連商品の消費者も含む。 

[中級] 推進する人：自治体の都市・街づくりに関わる担当者。次の一手を考えて

いる企業や行政のリーダーやマネージャー。 

[上級] 作る人：事業・商品・サーヴィスのプランナー・開発に関わる担当者。 
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最初に古瀬教授より、UD7原則を含むUD

の基本的な知識として、概論の講義があり

ました。 

続いて、川内教授からはUDの配慮事例①と

して、使いやすさへの工夫や触覚、視覚な

どによる情報提供の必要性をお話しいただ

きました。 

最後に、久保教授からは配慮事例②として、

作業性・動作性への配慮や安全性・安心へ

の配慮事例などをご紹介いただきました。 

 

約2時間の講習会で、日常の生活の中でもUDが重要であること、そして、それらの取り

組みがサステイナブルに次代に引き継がれていくことの大切さを参加者の方々にご理解

いただきました。 

 

受験者全員が合格ライン 
 

講習会後、1時間で50問の検定試験をPBT

（ペーパーテスト）・マークシート方式で

実施し、第1回UD検定・初級 講習会＆検

定試験が終了しました。 

近日中に、受験者には試験結果が通知さ

れ、合格者には「UD検定初級資格証」が

発行される予定です。講習会で講義を聴

き、その場でご自身が理解されたことの

確認の意味合いで受験できたこともあり、

全ての受験者が合格ラインである総合得

点の70%以上を満たしているという高成

績でした。 

 
UD検定実施後のアンケート結果は、下記の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1回UD検定・初級 講習会＆検定試験アンケート 

 

① 講習会について 

講義の難易度：「適当」約60% 「やや易しい」または「易しい」30%。 

実施時間の長さ（今回は2時間）：「適当」70%以上 

講義内容：「役立つ」または「やや役立つ」90%以上 

② テキストについて 

理解度：「ややわかりにくい」45% 「わかりやすい」35% 

ボリューム：「適当」50%以上 「やや少ない」35% 

③ 検定試験について 

設問の難易度：「適当」60%以上 「やや難しい」20% 「やや易しい」20% 

実施時間の長さ（今回は1時間）：「適当」60% 「やや長い」40% 

お役立ち度：「役に立つ」80%以上 
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80%以上が「役に立つ」と評価 
 

講習会の講義内容については、高い評価をいただきました。「易しい」とされた方が少

なからずいらっしゃいましたが、すでにUDに関わる業務に携わられている方にとっては、

既知のこともあったのではないかと思われます。 

テキストについては、「写真や図などビジュアルがあった方がよい」というご意見を多

数いただきました。内容やボリュームなど、一層のテキストの充実を求められており、

改善が必要だと考えています。 

最も重要な検定試験のお役立ち度については、80%以上の方に役に立つと評価をいただ

きました。また、講習会と検定試験の同時実施につきましても、ほとんどの方に「効率

的でよい」との評価をいただきました。 

さらに、「UDについて理解できた」「とても素晴らしい検定だと思う」といったご意見

や、「具体的なUD事例など作り手だけでなく、日常的に役に立ちそうな話も多かったの

で、より幅広い方が受講してUDに興味をもってもらえる講習会、検定にしてほしい」と

いった建設的なご要望もいただきました。これらは、IAUDの掲げるUDの更なる理解・

普及に合った活動という評価をいただいたものと考えております。 

 

2 回目は東京で来年 3 月実施 
 

初級検定は、今後も集合制の講習会と理解度をテストする検定試験の形式で行いますの

で、2 回目は、2013 年 3 月に東京で開催される「IAUD 成果報告会」に併設しての実施

を予定しています。 

講習会のテキストや問題の出題形式などについては、アンケートのご意見も踏まえ、ブ

ラシュアップしてまいりますので、ぜひ、幅広い方々の参加をお待ちしています。 

また、次のステップとして、中級検定については、コンピュータで全国の方に受験でき

るような形式で計画しており、事前学習用の教科書の作成など、鋭意準備を進めつつあ

ります。詳細が決まった時点でお知らせしたいと考えております。（了） 

------------------------------------------------------------------------ 

「第 4回国際 UD会議 2012 in福岡」開催報告第 3弾： 

IAUD 研究部会 

「ユニヴァーサルトーク」開催報告 
 

10 月 12 日（金）から 10 月 14 日（日）

に福岡国際センターにおいて一般公開

で開催された「第 4 回国際 UD 会議

2012 in 福岡」併設展示会では、IAUD

研究部会の活動成果が紹介されました。 

また、13 日には「ユニヴァーサルトー

ク」が行われ、詳細な活動内容が発表

されました。 

今号ではユニヴァーサルトークの概要

を、情報交流センターの蔦谷邦夫氏に

ご紹介いただきます。 
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「暮らし」をキーワードに活動紹介 
 

IAUD の研究部会は現在、9 つのプロジェク

ト／ワーキンググループ（以下 PJ／WG）

がそれぞれのテーマに基づいて活動してい

ます。 

今回の国際会議では、併設展示会の IAUD

コーナーにおいて、各 PJ／WG の取り組み

を活動成果の展示やパネルで紹介するとと

もに、「IAUD 研究部会ユニヴァーサルトー

ク」と題し、各 PJ／WG から詳しい活動内

容をプレゼンテーションしました。 

 

 

一般の来場者にも分かりやすいよう、「暮らし」をキーワードに【暮らしの基本】【暮ら

しの支え】【暮らしのゆとり】という 3 つのくくりでまとめて、各 PJ／WG の活動を紹

介しました。なお、発表の内容は同会場に展示したパネルにまとめられているため、こ

こでは各 PJ／WG の展示パネルを掲載させていただきます。 

 

「IAUD 研究部会ユニヴァーサルトーク」プログラム 
 

【暮らしの基本】13：00～14：00 

 ■衣の UD プロジェクト：災害時にも使える UD ジャケット 

 ■食の UD プロジェクト：「やけど注意」ピクトグラムの提案と普及活動 

 ■住空間プロジェクト：震災・仮設住宅と UD＆UD プラス 

 

【暮らしの支え】14：00～15：00 

■移動空間プロジェクト：安全で快適な移動 

■プロモーション映像ワーキンググループ：ＩＡＵＤ広報映像制作 

■労働環境プロジェクト：テレワークの UD 

■標準化研究ワーキンググループ：ユーザー多様性等を配慮した UD マトリックス 

 

【暮らしのゆとり】15：00～16：00   

 ■余暇の UD プロジェクト：テレビコマーシャルにも字幕を 

 ■メディアの UD プロジェクト①：UD とイメージに配慮した配色 

 ■メディアの UD プロジェクト②：見分けやすいハザード情報分析 
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【暮らしの基本】 

■衣の UD プロジェクト：災害時にも使える UD ジャケット 
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■食の UD プロジェクト：「やけど注意」ピクトグラムの提案と普及活動 
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■住空間プロジェクト：震災・仮設住宅と UD＆UD プラス 
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【暮らしの支え】 

■移動空間プロジェクト：安全で快適な移動 
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■プロモーション映像ワーキンググループ：IAUD 広報映像制作 
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■労働環境プロジェクト：テレワークの UD 
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■標準化研究ワーキンググループ：ユーザー多様性等を配慮した UD マトリックス 
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【暮らしのゆとり】 

■余暇の UD プロジェクト：テレビコマーシャルにも字幕を 
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■メディアの UD プロジェクト①：UD とイメージに配慮した配色 
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■メディアの UD プロジェクト②：見分けやすいハザード情報分析 
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----------------------------------------------------------------------- 

国内外の UD 動向 
■第 96 回かわさきデザインフォーラム開催 

 
産業デザインの振興を通じて、中小企業等の高付加価値化と経営革新に資することを目

的に、産業デザインを起点とする情報提供と参加者相互のネットワークづくりを促進し

ている川崎市は、12 月 3 日(月)15 時 30 分から、川崎市産業振興会館 9 階第 3 研修室（川

崎市幸区）にて、第 96 回かわさきデザインフォーラムを開催します。 

今回は「『ワクワクモノづくり』で経営革新～つくりたいモノをこっそりつくって商品化

～」をテーマに、自社製品開発を多数コンサルティングしてきた（株）enmono 代表取

締役三木康司氏をお招きして、小規模自社製品開発の商品化事例や成功のコツ、陥りや

すい落とし穴、最新のモノづくりの流れをお話ししていただきます。 

 

詳細や参加申し込みはこちらをご覧ください↓ 

http://www.kawasaki-net.ne.jp/design/kdf/annai.htm 

 

----------------------------------------------------------------------------- 

IAUD 2012 年 12 月の予定 
 

6 日（木）  14 時～余暇 UDPJ 見学会＆定例会（富士通㈱小杉オフィス） 

14 時半～メディアの UDPJ 定例会（IAUD サロン） 

7 日（金） 14 時～労働環境 PJ テレワークセミナー参加＆定例会（東京 21C クラブ） 

12 日（水）15 時～情報交流センター会合（IAUD サロン） 

13 日（木）15 時～協同事業検討委員会会合（IAUD サロン） 

14 日（金）14 時～標準化研究 WG 定例会（IAUD サロン） 

19 日（水）15 時～実行委員会会合（IAUD サロン） 

26 日（水）14 時半～食の UDPJ 定例会（プロキューブ） 

 

メンバー募集中の研究部会・委員会はこちら↓ 

http://www.iaud.net/news-f/archives/1204/17-134308.php 

 

年末年始休業のお知らせ： 

IAUD 事務局 12 月 27 日（木）～1 月 4 日（金） 

IAUD サロン 12 月 26 日（水）～1 月 4 日（金） 

 

----------------------------------------------------------------------------- 

次号は 12 月上旬発行予定 

特集：IAUD アウォード 2012 受賞紹介① 特別賞・寬仁親王賞受賞リコーグループの取

り組み（予定） 

無断転載禁止 
IAUD 情報交流センター（IAUD サロン）： 

〒104-0032 東京都中央区八丁堀 2-25-9 トヨタ八丁堀ビル 4 階 

電話：03-5541-5846  FAX：03-5541-5847 e-mail：salon@iaud.net 

http://www.kawasaki-net.ne.jp/design/kdf/annai.htm
http://www.iaud.net/news-f/archives/1204/17-134308.php

